
 

 

 

 

平成２５年度 研究のまとめ 

 

研究主題 

「自分の考えを深め，適切に表現する力

を育てる国語科学習指導」 

 ～「読むこと」との 

効果的な関連を通して～ 



１ 研究主題について 

「自分の考えを深める」とは，表現過程において，自分で筋道を立て論理的思考力を発

揮すること，幅広く想像力，直観力を駆使することなどを指す。「適切に表現すること」と

は，とりとめのない自分の思いや考えを整理して，相手や目的・意図，場面や状況に応じ

て，他の人に対して分かりやすいように内容を組み立てて伝え，意思の疎通を図ることを

指す。本研究では，特に「書くこと」の領域を研究対象として取り組んだ。 

 

２ 主題設定の理由 

⑴ 本校の教育目標から 

本校は「折尾西地域の持つ特性をもとに，『知・徳・体の調和のとれた自主的精神に満ち

た心豊かな子』の育成に努める。」という学校の教育目標のもと，「進んで学びよく考える

子」を目指す児童像の一つとしている。 

⑵ 国語科教育の今日的な課題から 

学習指導要領では，児童の思考力・判断力 

・表現力等を確実にはぐくむために，各教科等の指導の中で，基礎的・基本的な知識・技

能の習得とともに，観察・実験やレポートの作成，論述など教科の知識・技能を活用する

学習活動を充実が求められる。この知識・技能の活用など思考力・判断力・表現力を育む

ためには，以下のような学習活動が重要である。 

 

 

 

 

この学習活動の基盤は，数式などを含む広い意味での言語であり，その中心となるのは

国語力である。しかし，国語力の育成は，国語科のみで行うのでなく，全ての教科等で取

り組むことで，児童の言語に関する能力は高められ，思考力・判断力・表現力等の育成が

効果的に図られると考える。このため，小・中・高等学校を通じ，各教科等において，記

録，要約，説明，論述といった言語活動を，発達の段階に応じて行うことが重要である。 

国語科は，言語能力を直接的に育成するだけでなく，思考力・判断力・表現力も育成す

るという特徴があり，重要な役割を担っている。また，書くことの領域では，「自分の考え

をもち，相手，目的や意図，場面や状況などに応じて適切に表現する能力」の一層の深化

が求められる。重要な課題は，論理的に考え自分の力で適切に表現する能力を育成し，そ

れを日常生活で，生きてはたらく力として身に付けさせていくことである。この能力の育

成には，教師が，取り上げる言語活動（文章）の種類や特質を明らかにすること，そして，

指導目標や指導内容を明確にし，適切に指導していくことが必要である。この指導によっ

て，児童は，自分の考えや伝えたい思いを膨らませながら，適切に読み手に伝わる文章に

表現していくことができる。 

児童の考えは，読むことや話すこと・聞くことなど，他領域の言語活動との関連の中で

育成される。特に，読む力と書く力とは，深層では同じ，思考力，判断力，観察力，感受

性などを育てるものである。書く力は，読むこととの効果的な関連を模索することで，身

に付けていくものと考える。 

 ① 体験から感じ取ったことを表現する。 

② 事実を正確に理解し伝達する。 

③ 概念・法則・意図などを解釈し，説明したり活用したりする。 

④ 情報を分析・評価し，論述する。 

⑤ 課題について，構想を立て実践し，評価・改善する。 

⑥ 互いの考えを伝え合い，自らの考えや集団の考えを発展させる。 



また，読むことと書くことの効果的な関連は，学習時間の無駄をなくし効率のよい学習

を目指すこともできる。現在，読むことの単元を貫く言語活動としては，書く言語活動を

ゴールとしていることも多く，すでに深い関連をもちつつ双方の力を育てていると言える。 

 

３ これまでの研究の成果と課題から 

本校では，平成２０年度から，国語科「書く力」の育成に焦点化した研究に取り組んで

きた。平成２２年度より「自分の考えを深め，適切に書く力を育てる国語科学習指導」を

テーマに，児童の「考えを深めて書く力」を育てることを目指して，言語活動（文種）

に応じた指導と評価の充実を図りながら実践研究を重ねてきた。研究の着眼点の

大まかな内容は以下の３点であった。 

① 児童の生活や各教科等の学習とのつながりを考えた年間指導計画を作成する。 

② 各学年で取り上げる言語活動（文種）の特質を踏まえた指導の重点化を図る。 

③ 児童が自分の考えをもち，相互に考えを深めて適切に書くための手だてを取る。  

ア児童が自分の考えを深めて表現することができる単元づくり（指導過程）の工夫 

イ重点化した指導内容に応じ，自分の考えを深めて適切に書くための手だての工夫 

ウ作品を読み合い，お互いのよさ，よりよい表現を認め合い次の意欲へ結ぶ交流活 

動の工夫 

昨年度までの研究の成果○と課題●を着眼に沿って示すと，以下の通りである。 
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平
成
22
年
度
（一
年
次
） 

自分の考え深め，適切に書く力を育てる国語科学習指導 
○ 児童の生活や各教科等の学習とのつながりを意識し指導計画を作成した。 
○ 文種の特質を探り指導に生かすことで，目的・相手意識をもって書くことができるようになった。 
○ 書きたいという思いを持続し，自分で表現を探る中で書く力を身に付けていった。 
○ 学年に応じてカードやシート，交流活動などの工夫をして，児童の思考を促し助けて表現活動に生
かすことができた。 

● 身に付けた書く力の活用という視点で作成する必要がある。 
● 多様な文種による実践と指導の工夫を行う必要がある。 
● 児童の思いや願いを引き出した価値ある単元づくりを行う必要性がある。 
● さらに，もっと考えを深めたり一人一人の考える力を高めたりする必要がある。 

平
成
23
年
度
（二
年
次
） 

自分の考え深め，適切に書く力を育てる国語科学習指導 
○ 学習指導要領の前面実施を受け，新教科書のもと，児童の生活や各教科等の学習とのつながりを
考えて指導計画を作成した。 

○ 文種の特質を明確にしながら指導に当たることで，何の目的で誰に向けてどんな種類の文章で伝え
るかを明確にして書くことができた。 

○ 書きたいという思いを持続し，自分で表現を探る中で書く力を身に付け，書いたことへの価値付けが
できるようになった。 

○ 重点化した児童のポイントを受け，学年に応じたカードやシート，交流活動を設定工夫し，児童の思
考を促し助ける表現活動ができた。 

● 身に付けた書く力の活用という視点での見直し改善を行う必要がある。 
● 多様な文種，学年間の系統性，継続性を考えた指導の工夫を行う必要がある。 
● 引き続き，児童の思いや願いを引き出した価値ある単元作りを行う必要がある。 
● 各表現過程において，一人一人が自分の考えを深めて表現することはまだ不十分であり，途中意欲
の低下，表現活動の停滞など，個別の支援を要する児童に対する児童の充実の必要性も感じた。さら
なる指導と評価の一体化を図る必要がある。 

平
成
24
年
度
（
三
年
次
） 

自分の考え深め，適切に書く力を育てる国語科学習指導 
○ 児童の生活，各教科等とのつながり，文種の特質を意識し指導計画を作成した。 
○ 文種の特質と系統性を探り指導に生かすことで，目的・相手意識をもって書くことができた。 
○ 書きたい実生活に生かしたい思いを持続し，自分で表現を差くる中で書く力を身に付けていった。 
○ 児童の考えの深まりを見取り分析し，学年に応じてカード類やサンプル文，交流活動などの工夫をし
て，児童の思考を促し助けて表現活動に生かすことができた。 

● 他教科との関連，領域間の関連を意識して作成する必要がある。 
● それぞれの文種で，自分の考えをもつような実践と指導の工夫を行う必要がある。 
● 他教科・実生活に役立ち，児童の思いや願いを引き出した価値ある単元づくりを行う必要性がある。 
● 各表現過程において，思考を助け深めるための手だてを工夫改善する必要がある。また，書いた文
章の評価について共有化する時間の確保が必要である。 

 



このように，児童の書く力は，思いや願いを膨らませ意欲を継続させて書く，幅広く取

材を行う，構成の工夫をする，表現の工夫をして記述する，などの各表現過程に応じて，

全般的な伸びが見られるようになった。 

しかしながら，依然として，目的や意図に応じて自分の考えをもったり深めたりしなが

ら自分の考えをまとめて書く力や，事象や意見等を関係付けながら書く力は，全学年とも

まだ，十分に育っていないという課題があった。昨年度，児童の考えを深める力に焦点化

して研究を推進した結果，次第に力が付いてはきたが，まだ，十分に一人一人の児童に定

着しているとは言えない現状である。 

原因は，相手や目的・意図に応じて自分の考えをもつことが困難であること，自分の考え

を深める方法が分からないこと，自らその方法を探ることができないことなどが考えられ

る。また，自分の考えを形成するうえで基となる思いが小さいこと，自分の考えの深まり

や変化が見えるようになされていないこと，そのため，自分の学習を振り返り，成長の自

覚化をする手だてを工夫できていないことなどにも，起因している。 

原因は，相手や目的・意図に応じて自分の考えをもつことが困難であること，自分の考

えを深める方法が分からないこと，自らその方法を探ることができないことなどが考えら

れる。また，自分の考えを形成するうえで基となる思いが小さいこと，自分の考えの深ま

りや変化が見えるようになされていないこと，そのため，自分の学習を振り返り，成長の

自覚化をする手だてを工夫できていないことなどにも，起因している。 

 

４ 本年度の研究仮説について 

 これまでの研究の成果と課題を受けて，本年度（４年次）次のような研究仮説を立てて

取り組んでいくこととした。 

 国語科「書くこと」領域の学習指導において次の手だてを取れば，児童は自分の考えを 

深め適切に表現する力を身に付けるであろう。 

⑴ 児童の生活や他教科等及び「読むこと」の領域との有効な関連を考えた年間指導計画

を作成する。 

⑵ 目的に応じて読み，書くことに生かす単元の構成を工夫する。 

⑶ 児童が自分の考えをもち，相互に考えを深めて適切に書くための手だてを工夫する。  

① 書く目的・相手・価値などを意識づけた単元設定の工夫 

② 文種に応じて効果的に読み，書くことに生かすための手だての工夫 

③ 重点化した指導内容に応じて，自分の考えを深めて読み，適切に書くための手だての

工夫 

④ お互いのよさ，よりよい表現を認め合い，次への意欲へつなげる交流活動の設定 

 

５ 仮説実証のための着眼点 

⑴ 児童の生活や他教科等及び「読むこと」の領域との有効な関連を考えた年間指導計画を

作成する。                              【着眼１】 

児童の生活及び読むことの領域の学習との関連を再度見直し，さらに工夫改善をして指導

の充実を目指す。昨年度の課題を踏まえて見直し修正を行い，読むこととの有効な関連を

図ることで，さらに確実な書く力に高まり，各教科等の学習や実生活で確実に活用できる



無理や無駄のない年間指導計画の作成を行う。 

また，国語科学習の各領域の学習の効率化を図るために，読むこと領域との有効な関連を

模索し，双方のねらいの達成を目指すための年間指導計画を作成する。読むことの欄を新

たに付加し，特に関連的に取り上げる読むことの言語活動や読書活動の単元の概要および

重点化した指導内容を示す。 

チャレンジタイムにおけるスキル指導（視写）の内容は，個別指導や，知識や技能（スキ

ル）の欄に連動させて計画を立てる。 

⑵ 目的に応じて読み，書くことに生かす単元の構成を工夫する。     【着眼２】 

単元で取り上げる言語活動（文種）の特質を明確にし，指導の重点化を図って適切に書

く力を育てるために，「目的に応じて教材を効果的に読み，文種の特質をとらえて，書く内

容等（経験したこと，観察したこと，よさなどを伝える）に応じて書く」ことができるよ

うな単元構成の工夫をする。 

児童が考えを深めるために，他領域の言語活動との関連の中で育成を目指すことで，さ

らなる効果を生むと考える。そのため，昨年度までの書くことの研究を踏まえ，単元を次

の３つの群に分類し，単元を構成する。 

Ａ群：「書くこと」の基本単元 

Ｂ群：「書くこと」「読むこと」の複合単元 

Ｃ群：「読むこと」の基本単元に既習の書く力を生かす（活用型） 

⑶ 児童が自分の考えをもち，相互に考えを深めて適切に書くための手だてを工夫する。  

【着眼３】 

① 書く目的・相手・価値などを意識づけた単元設定の工夫      【着眼３－①】 

児童が「書きたい」という思いや願いをもち，自ら主体的に書く力を身に付けていくこ

とができるようにするために，児童の生活や各教科等の学習とのかかわりの中で，相手・

目的・価値などを意識づけた単元の設定や，活動の目的を設定したりする。併せて，その

ために読むという目的も明確にできるようにする。（年間指導計画や単元指導計画の中での

他領域との関連の有効性なども挙げる。） 

② 文種に応じて効果的に読み，書くことに生かすための手だての工夫 【着眼３－②】 

単元で取り上げる文種に応じて，文章の内容や表現形態などを読み取ることができる工

夫をする。読み取りに際しては，目的や見通しをもって読むことを通して，「考えを深めて」

読んだことを，書く活動に生かすことができるような手だてを工夫する。比べ読み，摘読，

並行読みなどの読み方，およびサンプル構成表，読解シート，カード，付箋の活用，相互

交流の活動の設定など，文種に応じた手だてをとるようにする。 

③ 重点化した指導内容に応じて，自分の考えを深めて読み，適切に書くための手だての

工夫                               【着眼３－③】 

「考えを深めること」を各表現過程でどのように具体化するのかを分析する。各表現過程

で，どのように児童の考えを深めて，主体的に，最終的な表現へと結んでいくかの具体的

な分析，そのために有効な手だて（児童の考えを促すワークシート，視点をもたせて考え

合う相互交流，その際の発問・指示，解釈の視点をもたせたサンプル文など）のさらなる

工夫改善をする。題材選定カード，サンプル文の活用，一次作文の記述，相互交流の設定

など，児童の実態や思考の流れに合った手だてをとるようにする。 



④ お互いのよさ，よりよい表現を認め合い，次への意欲へつなげる交流活動の設定 

                              【着眼３－④】 

交流の観点を明確にして，書いたもののよさを認めたり確かめたりする活動を設定する。

具体的に与える視点，助言の言葉など，自己評価，相互評価についても工夫する。 

 

６ 具体的実践 

本年度,学年別に７実践に取り組んだ中から（添付資料），Ａ群の２事例，Ｃ群の１事例，

全体的な児童の変容を中心に述べる。 

⑴ 有効な関連を考えた年間指導計画の作成               【着眼１】 

１４頁資料①は，本年度第６学年の年間指導計画（１学期分）である。本年度の年間指導

計画の特徴としては，他領域である読むこと単元・言語活動と，学校生活・実生活との関

連の欄を設けた。これによって，教師は，年間指導の見通しをもって取り組むことができ

ると考えた。（別添資料） 

また，作成する際，学習課程を再度見直し，指導の充実を目指すために，各教科との関

連が明確になる年間指導計画を作成した（資料②，２学期分）。これによって，国語科での

言語活動で身に付けた力を，他教科で生かすことができると考えた。（別添資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 目的に応じて読み，書くことに生かす単元の構成を工夫する。     【着眼２】 

 単元で取り上げる言語活動（文種）の特質に応じて，文章の内容や表現形態を明らかに

するために，サンプル文や資料，教材文を読み取り，書くことに生かす単元の構成を工夫

する。下記は，６年単元「わたしの夢・あこがれの仕事」の学習計画である。 

 

 

 

 

 

本単元は，サンプル文や資料を読み，書くことに生かす単元の構成を工夫している。取

り上げる調査報告文の特徴や書く内容を確かめるために，導入段階でサンプル文を読む。

調査報告文は既習であるため，文種の特質をすぐに想起し，取材の見通しをもつようにす

る。また，表現の効果や工夫に気付くように，構成段階で再度サンプル文を読み，構成の

工夫を明確にするようにする。 

取材段階では，自分の考えに合う書く事柄を集めたり，考えを深めたりするために，資

料を，比べ読みをしたり摘読したりする。莫大な資料の中から，自分の考えに応じた事柄

を読み取り，集めることは，効果的に書くために必要である。 

下記は，３年単元｢『食べ物へんしん図かん』を作ろう」の学習計画である。 

 

 

 

 

本単元は，教材文を読み，書くことに生かす単元の構成を工夫している。導入段階で，

 資料２ 

 Ａ群（「書くこと」の基本単元） ６年 わたしの夢・あこがれの仕事 

１ 将来の夢や仕事について話し合い，単元を設定する。 

【サンプル文を読み，文種の特質や内容を確かめる】 

２ 本や資料で調べたり周囲の人へインタビューしたりして，書く事柄を幅広く取材する。【資料を読む】 

３ 取材メモを整理し，全体を見通して効果的に組み立てる。 

４ 表現の効果を工夫して記述し，交流する。【サンプル文を読む】 

５ 完成した文章を読み合い交流し，本単元の学習をまとめる。 

 Ｂ群（「書くこと」「読むこと」の複合単元）３年 「食べ物へんしん図かん」を作ろう 

１ 食べ物に関心をもち，教材文を読み，学習計画を立てる。 

２ 教材文を読み，分かりやすい説明の仕方の工夫をとらえる。 

３ 「分かりやすい説明の仕方」を生かして，「食べ物へんしん図かん」を書く。【サンプル文を読む】 

４ 「食べ物図かん」にまとめ，読み合い，感想を交換する。 



教材文を読み，「食べ物図かん」を書く見通しをもつ。「読むこと」で教材文を読み，分か

りやすい説明の仕方を理解し，説明のポイントをまとめる。これを生かして，自分なりの

食べ物に関する図鑑を書くようにする。このような「読む」「書く」領域をつないだ一連の

学習活動を構成することによって，読み取った内容を書くことに生かすようにする。 

⑶ 児童が自分の考えをもち，相互に考えを深めて適切に書くための手だてを工夫する。 

           【着眼３】 

○ 低学年での実践（第２学年 生活文） 

① 単元「見つけよう！おねえさんになったわたし，お兄さんになったぼく」～自分の成

長のきろくを書こう～ Ａ群 

② 文種の特質および重点化した指導内容 

 

 

 

 

③ 目標 

 

 

 

 

 

 

④ 単元の評価規準 

 

 

 

 

 

⑤ 単元の指導計画（総時数８時間） 

 

 

 

 

 

 

⑥ 指導の実際 

ア 書く目的・相手・価値などを意識づけた単元設定の工夫     【着眼３－①】 

本単元の中心は，生活科で書きためた自分の成長から知らせたい事柄を選び，読み手に

分かりやすく伝える生活文を書くことである。 

単元設定の工夫は，以下の通りである。 

・単元導入時には，前単元の教材「わたしはおねえさん」の主人公の成長を読み，自分自 

 １ 「わたしはおねえさん」の学習を想起し，自分の成長を生活記録文に書く学習の計画を立てる。 ① 

２ 自分を振り返り，１年生の頃と比べながら，生活記録文を書く。               ⑤ 

⑴ これまで書きためてきたメモを，にたものに分ける。 

⑵ 特に嬉しいものを友達と紹介し合いながら２つ選び，それぞれ詳しくするメモを付け加える。 

⑶ サンプル文を読み比べ，以下の２つの観点から，自分のメモを見直し，書き加える。 

⑷ サンプル文から分かりやすい組立を考え，集めたメモの組立を見直す。 

⑸ 自分の成長を確かめながら，生活記録文を書く。 

 国語への 

関心・意欲・態度 
書 く 能 力 

言語についての 

知識・理解・技能 

・ 自分の成長を振り返り

成長の記録に載せる記

録文を書こうとしてい

る。             

・ 自分が成長したと思う事柄を集めることが

できている。 

・ 集めた事柄から，書きたいものを選び，ま

とまりのある文章に書いている。 

・ 主語と述語の関係に注

意している。  

 

 国語への関心・ 
意欲・態度 

○ 自分の成長を振り返り，一人一人の気持ちや経験を大切にして楽しんで生活記録文を
書こうとする。     

書く能力 

◎ 今の自分と過去の自分とを比べて，おねえさん（おにいさん）になったと思うことを集め
て，文章を書くことができる。 

○ 「はじめ（書き出し）‐中（以前と比べてできるようになったこと）‐おわり（今の自分の思
い）」の簡単な組立を考えることができる。 

言語についての 
知識･理解･技能 

○ 主語と述語の関係に注意して書くことができる。 

 

 ＜生活文＞ 
特質：経験したことの中から書くことを決め，分かりやすく伝える文章である。本単元では，成長を記録する文章

を書く。成長して嬉しいと感じた事が読み手に伝わるように，簡単な構成を考えて書くことが求められる。 
重点化： （取材）今と過去の自分を比べて，成長したと思うことを集めること。 

 （構成）「はじめ－中－おわり」の簡単な組立を考えて書くこと。 

 資料３ 



身の成長を振り返って感想を書いた学習を想起できるよう

にした（資料③）。また，１年生の時の担任や校長先生に読

んでもらうことを知らせ，書く相手を明確にもつようにした。 

 

 

 

 

 

・生活科の単元「あしたへジャンプ」で自分の成長を振り返

ることを知らせ，「できるようになったカード」に自分が成

長を感じていることを集めておくようにした（資料④）。こ

れによって，明確な目的意識と，生活記録文を書くための見

通しをもち，意欲の連続性を図ることができた。 

 

 

・終末に，書いた記録文を友達と読み合う活動を設定し，お

互いの成長を認め合うことができるようにした（資料⑤）。

また，１年生の時の担任や校長先生に読んでもらい，２年生

になって成長したことを知ってもらう活動を設定すること

で，書く相手を明確にすることができた。 

 

イ 文種に応じて効果的に読み，書くことに生かすための手だての工夫  【着眼３－②】 

自分の成長が伝わる生活記録文を書くために，サン

プル文を読むようにした。資料⑥は，児童に配布した

サンプル文である。児童は個人で２つのサンプル文を

読み比べ，違いからよさを見付けるようにした。この

サンプル文を読み，自分で気付いたことをクラス全体

で話し合い（資料⑦），生活文の特質や，自分の成長

を読み手に分かりやすく伝えるためのポイントにつ 

いてまとめていった。より分かりやすく伝えるポイントを，

①いつから②どうやって③どのくらい④その時の思い⑤

数字の５つにまとめることができた。また，「はじめ（書

き出し）‐中（以前と比べてできるようになったこと）‐

おわり（今の自分の思い）」など簡単な組立であることに

気付くことができた。 

このように，サンプル文から分かった段落構成を，生活

文を書くときに生かすようにした。 

ウ 重点化した指導内容に応じて，自分の考えを深めて読み，適切に書くための手だての

工夫                              【着眼３－③】 

＜取材の段階＞目的・意図を明確にし，書くために必要のある事柄について考えを深める 

 友 達 か ら の 付 箋 

 資 料４ 

 資料５ 

 資料６ 

 資料７ 

 資料３ 



・自分の成長に気付くようにするために，できるようになったことを振り返ったり，友達

や家族に自分の成長したことを尋ねたりして，メモを書く活動を設定した。学校生活だけ

ではなく，家庭の中の出来事を取り上げてもよいようにしたところ，たくさんのメモを集

めることができた。 

・幅広く集めた事柄の中から５つのメモに絞り，それについて友達と話すことで，内容を

膨らませるようにした。さらに，成長して特にうれしい事柄を２つ選ぶために，友達と観

点を明確にして話し合う活動を設定したところ，２つ選び，その理由についても話すこと

ができた。 

＜構成の段階＞自分の成長が伝わる事柄を選び，話し合うことで考えを深める 

・現在の成長を読み手に分かりやすく伝えるために，１年生の時の様子や現在の思いが書

かれたサンプル文とそうでないサンプル文を用意し，読み比べるようにした。これによっ

て，より分かりやすく相手に伝えるのにどんな内容が必要かを，考えることができた。 

さらに，自分の組立シートを振り返り，必要に応じて追加取材をして書き加えることがで

きた。１年生の様子や現在の思いを書くことによって，考えを深めることができた。 

エ お互いのよさ，よりよい表現を認め合い，次への意欲へつなげる交流活動の設定 

【着眼３－④】 

お互いの成長や，自分の思いを伝えることの楽しさに気付き，互いに成就感をもつこと

ができるようにするために，書き上げた生活文を読み合い，感想を交流する活動を設定し

た。付箋を使って一言感想を書くことによって，どの児童も抵抗なく書くことができた。

付箋の数に偏りがないように，声掛けしたところ，ほとんどの児童に４･５人分の感想が集

まった。自分の席に戻った児童は，付箋の感想を読んで嬉しそうにしていた。 

さらに，１年生の時の担任や校長先生に読んでもらい，認めてもらうことで書くことへ

の意欲を高めるようにした。後日，校長が文章を読んだ感想を話したことで，児童は書い

てよかったという成就感とまた書きたいという意欲をもつことができた。 

⑦ 児童の変容 

 Ａ児は，書こうとするための材料を集め，伝えたい事に沿って選ぶことができるが，簡

単なまとまりや順序を考えながら文章を書く力はまだ十分とは言えない。 

＜題材選定＞ 

 自分自身を振り返り，成長に気付くことができるように，「できるようになったカード」 

にメモに書く活動を行ったが，Ａ児は，

メモを書きためることがあまりできてい

なった。そこで，成長したことを見付け

あう交流活動を設定したところ，Ａ児は

自分の成長に気付きメモに書くことがで

きた。また，家の人にインタビューをす

る活動も設定し，学校のことだけではな

く，家庭の中の出来事についてもメモを

集めた（資料⑧）。このような手だてによ

って，Ａ児は自分自身の成長に気付き，

今後の活動への意欲を高めていった。  資料８ 



＜取材＞ 

 Ａ児は，リフティングが「２０回」できるようにな

ったことを伝えたいという思いがあった。サンプル文

を読むことによって，自分の成長をもっと伝えるため

には，「数字など具体的なことを加えること」が必要だ

ということに気付いた。そこで，自分の取材メモを振

り返り，１年生の時の回数「１４回」のメモや，目指

す目標「３０回」のメモを書き加えた（資料⑨⑩）。こ

のように，サンプル文を基に再取材し，書く事柄を進

んで集める姿が見られた。 

＜構成＞ 

Ａ児は，集めたメモをどの順序で並べると相手に分かりやすく伝わ 

るのか悩んでいたが，友達や教師と対話することによって，並べ替えをすることができた。 

＜記述＞ 

サンプル文を再度読み，メモを文章する書

き方を話し合う活動を行った。自分の成長を

分かりやすく伝えるには，メモに従ってその

まま書くのではなく，必要な言葉を付け加え

たり，よりよい言葉に変えたりすることが大

切だとポイントにまとめていった。Ａ児も，

ポイントに従い文章を書くことができた（資

料⑪）。自分の成長を振り返り，分かりやすく

伝える生活記録文に仕上げることができた。 

＜交流＞ 

 Ａ児の作品を読んだ友達から「１年 

生の時からリフティングができるなんてすごいね。」「かけ算が全部言えるのを目指して，頑

張ってください。」などの感想をもらい，Ａ児は喜んでいた。また，振り返りには，「ほかの

友達も，できるようになったことがいっぱいあってすごいなあと思いました。」とあり，お

互いの成長を認め合うことができていた。 

 

○ 高学年での実践（第６学年 生活文） 

① 単元「わたしの夢・あこがれの仕事」Ａ群 

② 文種の特質および重点化した指導内容 

 

 

 

 

 

③ 目標 

 

 

追加取材後 

 「で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ぼ
く
」 

  

ぼ
く
の
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
い
っ
ぱ
い
あ

り
ま
す
。 

 

一
つ
目
は
、
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
す
。
一
年
生
の
と
き

は
、
十
四
回
く
ら
い
し
か
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
い
ま
で

は
、
り
ょ
う
足
で
、
二
十
回
で
き
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
の
と

き
ず
っ
と
、
れ
ん
し
ゅ
う
し
た
ら
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
つ
ぎ
は
、
も
っ
と
、
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
、
三
十

回
で
き
る
よ
う
に
、
な
り
た
い
で
す
。 

 

二
つ
目
は
、
か
け
ざ
ん
が
、
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
す
。
い
ち
ば
ん
む
ず
か
し
か
っ
た
の
は
、
七
の
だ
ん

で
す
。
一
年
生
の
と
き
は
、
か
け
ざ
ん
は
、
知
ら
な
か
っ

た
け
ど
。
い
ま
で
は
、
七
の
だ
ん
が
九
び
ょ
う
で
言
え
ま

す
。
つ
ぎ
は
、
九
の
だ
ん
を
言
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。 

 

三
年
生
に
な
っ
て
、
も
っ
と
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
を
ふ
や
し
た
い
で
す
。 

 資料９ 

 資料10 

 資料11 

 ＜調査報告文＞ 
特質：見聞きしたことや経験したこと，調査・研究を行ったことなどの状況や結果について，客観的な事実をもと

に考えをもち，特定した読み手に分かりやすく報らせる文章である。 
重点化：（取材）目的や意図に応じて調べた事柄を整理すること 

（記述）自分の考えを明確にして，その考えを伝えるために，事実と感想，意見等を区別するとともに，
目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりすること。 
引用したり図表やグラフなどを用いて書いたりすること。 



 

 

 

 

 

 

 

④ 単元の評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 単元の指導計画（総時数１１時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 指導の実際 

ア 書く目的・相手・価値などを意識づけた単元設定の工夫     【着眼３－①】 

児童が自分の将来に目を向け「書きたい」という思いや願いを膨らませ意欲を高めるた

めに，以下の手だてを工夫した。 

・職業に目を向けるようにするために，伝記や

職業に関する本を教室に準備し，日常の読書活

動を通して，仕事への興味・関心を高めておく

ようにした。 

・仕事への憧れや願いをもつようにするために，

導入時，弁護士さんや教師の仕事について話を

聞く活動を設定した（資料⑫）。仕事のやりが

いや苦労談，今後の展望などを聞き，社会で実

際に働く人の思いに触れることができた。さら

 １ 将来の夢や仕事について話し合い，本単元「わたしの夢・あこがれの仕事」を設定する。② 

⑴ 仕事のよさや特徴を話し合い，単元設定をし，見通しをもって学習計画を立てる。 

⑵ 自分の憧れの仕事（題材）を選び，調査報告文の特徴や書き方を話し合う。  
２ 本や資料で調べたり周囲の人へインタビューをしたりして，書く事柄を幅広く取材する。② 

⑴ 自分の憧れの仕事について，様様な方法で取材をする。 

⑵ 自分の考えを深め，書くために必要なことを考えながら，小見出しをもとに，調べた事柄を 

整理する。 

３ 取材メモを整理し，全体を見通して効果的に組み立てる。              ③ 

⑴ 自分の考えが読み手によく伝わる内容になるように文章を組み立てる。 

⑵ グループの友達とアドバイスし合い，読み手がよく分かるように，取材内容の見直しをする。 

⑶ 再度，必要な事柄を取材する。 

４ 表現の効果を工夫して記述し，交流する。                     ② 

⑴ 組み立てに従って，読み手に伝わるように下書きをし，見直しをする。 

⑵ 表記に気を付けて清書する。 

５ 完成した文章を読み合い交流し，本単元の学習をまとめる。             ② 

⑴ 完成した文章を友達と読み合い，交流し合う。 

⑵ 本単元の学習についてまとめる。 

 

 資料12 

 国語への関心・ 
意欲・態度 

○ 自分の将来就きたい仕事を見付け，いろいろな方法で調べて進んで書こうとす
る。                                

書く能力 

◎ 目的や意図に応じて必要な事柄を選び，カードを活用して整理したりまとめたり
することができる。 

◎ 事実と感想，意見などを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり
詳しく書いたりすることができる。 

○ 引用したり，図表を用いたりして，自分の考えが伝わるように書くことができる。                                   

言語についての 
知識･理解･技能 

○ 必要な語句について辞書を利用して調べることができる。 

 

 国語への 

関心・意欲・態度 
書 く 能 力 

言語についての 

知識・理解・技能 

・自分の選んだ将
来の仕事につい
て，進んでいろい
ろな方法で調べ
まとめようとす
る。 

・自分の従事したい仕事に関する情報を集めて，伝えたい自分
の考えを明らかにして，小見出しを立てながら整理したりまと
めたりしている。 

・保護者や友達が自分の考えを理解し共感できるように，事実
と感想・意見などを区別して目的に応じて簡単に書いたり詳し
く書いたりしている。 

・引用したり，図表を用いたりして，自分の考えが伝わるよう
に書いている。 

・意味の分かりに
くい語句について
辞書を利用して調
べている。 

 



に話し合い活動を通して，「自分の今の憧れの

仕事についての考えをまとめ，友達や保護者に

伝えてこれからの足がかりとする。」という目

的・価値意識を明確にして単元設定をすること

ができた。 

・書く意欲をかき立てるために，単元設定後，

完成した文章を保護者に読んでもらい，メッセ

ージをもらったり，本校の卒業記念タイムカプ

セルに入れたりするという計画を立てた。 

イ 文種に応じて効果的に読み，書くことに生かすための手だての工夫 【着眼３－②】 

読み手が自分の考えを理解し共感できるような調査報告文を書くために，既習の読むこ

との学習で身に付けた読む力を活用するようにした。サンプル文を読む際，４年で学習し

た調査報告文のポイント（資料⑬）を提示しておくことによって，調査報告文の特徴をと

らえながら，サンプル文を読み進めた。これによって，自分がどのような調査報告文を書

くのかイメージをつかみ，見通しをもつことができた。また，既習学習「伝記を比べて読

み推薦する」では，多読や摘読を通して目的に合った内容を読み取る力を身に付けた。本

単元で，その力を生かし，読んだ本の中から活用できそうなものをカードに書いたり，読

んだ部分に色分けした付箋を付けたりする活動を取り入れて，その後の書く活動（取材）

でも役立つようにした。 

ウ 重点化した指導内容に応じて，自分の考えを深めて読み，適切に書くための手だての

工夫                             【着眼３－③】 

【取材・構成の段階】目的・意図に応じて書くために

必要のある事柄について考える 

選んだ仕事について，その役割や価値などを，幅広

く調べて整理することができるようにするために，以

下の手だてを工夫した。 

・実際に働く人の思いや考えを取材するために，地域

の方や保護者，教師など周りの方々へのインタビュー

活動を取り入れ，本や資料では得られない事柄を集め

るようにした（資料⑭）。 

・多様な視点で事柄を集めるように

するために，「こころのノート」Ｐ

９３にある働く意味の視点「三方よ

し」（自分にとってよい点，相手に

とってよい点，社会にとってよい点）

を基に，仕事のよさを書いたり，仕

事の具体的な内容や社会における

役割，苦労ややりがいなどを書き分

けたりすることができた（資料⑮）。 

 

 

  

  

自分 

自分よし 

  

  相手よし 

  

  

社会よし 
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・自分の考えを明確にするために，事柄を分類しながら構成メモを配置するようにした。

取材カードを色分けしたり，小見出しを書き加えたりすることで，自分の考えについて付

加したり精選したりしながら明確にしていった（資料⑯）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の考えにつながる適切な事柄を集めるために，構成メモを説明しアドバスをし合う活

動を位置付けた。また，中学校との小中連携事業「社会人講話」の機会に再取材したこと

も構成メモに付け加えていった。 

【記述の段階】自分の考えを伝えるための効果的な表現について考える 

事実と考えを区別して，適切に書き，引用したり図表を用いたりして自分の考えを分か

りやすく伝えることができるようにするために，以下の手だてを工夫した。 

・構成メモ（自分の考えや，考えを伝えるための根拠となる事柄などに小見出しを付けて，

組み立て，図にして構造的に説明したもの）や構成表（記述カード貼付）を活用して，説

明する活動を位置付けた。 

・４名のグループで読み手の立場で読み合い，アドバイスをし合う活動を取り入れた。 

エ お互いのよさ，よりよい表現を認め合い，次への意欲へつなげる交流活動の設定 

【着眼３－④】 

よさに気付き，よりよい表現を認め合うために，交流の観点を明確

にした（資料⑰）。観点は，自分の考えの明確さ・事実と考えの書き分

け・効果的な引用など，仕事の役割や価値など分かったことから自分

の考えを深め，今後の展望につなげて書いているかとした。ノートを

活用することで，よさを認め合うことができた。 

⑦ 児童の変容 

 Ｓ児は，美容師の仕事に憧れ，幅広く調べて調査報告文を書いた。

前単元までは，構成力や記述力は概ね満足できる状況であった。しか

し，取材力に関しては，自分の既有の知識や身近な人々から得た情報

から取材することはできるものの，インターネットや幅広い資料から

事柄を集めて整理することには，課題の残る児童であった。 

＜題材選定＞ 

自分の関心のある仕事を挙げ，それぞれの仕事について，三方よしの視点を書き挙げて，

自分の憧れの仕事（美容師）を選んだ。 
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＜取材・構成＞ 

本や資料で調べたり周囲の人へイン

タビューをしたりして，書く事柄を幅広

く取材した。取材した事柄は，小見出し

を付けながら取材カードに分類し整理

していった（資料⑱）。構成では，構成

表を見直し，再取材後，構成表を完成さ

せた（資料⑲）。見直しの際に加えた「苦

労・やりがい」のメモは，近くの美容院

に行って，いつもお世話になっている美

容師さんに実際に聞き取りをして，書き

残した内容である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜記述・推敲＞ 

資料⑳は，Ｓ児の調査報告文である。 
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私
の
あ
こ
が
れ
の
仕
事 

 

私
は
、
小
さ
い
こ
ろ
よ
く
行
っ
て
い
た
美
容
院
の
店
員
さ
ん
が
、
は
さ
み
な
ど

を
使
っ
て
、
お
客
さ
ん
の
髪
を
き
れ
い
に
し
て
い
く
姿
を
見
て
、
美
容
師
の
仕
事

に
あ
こ
が
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
美
容
師
の
仕
事
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。 

 

調
べ
た
方
法
は
、
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
す
。 

 

ま
ず
、
美
容
師
の
仕
事
内
容
で
す
。
美
容
師
の
仕
事
は
主
に
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
ブ
ロ
ー
、
カ
ッ
ト
、
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
、
パ
ー
マ
、
セ
ッ
ト
の

六
つ
で
す
。 

 

一
つ
目
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
お
客
さ
ん
に
ど
ん
な
髪
型
に
し
た
い
の
か
要

望
を
し
っ
か
り
と
聞
き
、
ど
の
よ
う
に
髪
が
生
え
て
い
る
の
か
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す

る
こ
と
で
す
。 

 

二
つ
目
の
シ
ャ
ン
プ
ー
・
ブ
ロ
ー
は
、
お
客
さ
ん
が
気
持
ち
い
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
、
そ
の
た
め
に
は
、
か
な
り
の
練
習
が
必
要
だ
そ
う
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

― 

中
略 

― 

 

五
つ
目
の
パ
ー
マ
は
、
た
く
さ
ん
の
知
識
が
必
要
で
、
お
客
さ
ん
が
満
足
い
か

な
い
と
や
り
直
し
に
な
り
ま
す
。 

 

六
つ
目
の
セ
ッ
ト
は
、
お
客
さ
ん
自
宅
で
一
人
で
も
で
き
る
よ
う
に
、
セ
ッ
ト

の
仕
方
を
教
え
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。 

 

次
に
、
美
容
師
に
な
る
方
法
で
す
。
美
容
師
に
な
る
に
は
、
高
校
を
卒
業
後
、

美
容
師
の
専
門
学
校
で
二
年
以
上
学
び
、
国
家
試
験
に
合
格
し
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
国
家
試
験
で
は
、
美
容
の
技
術
、
化
学
や
身
体
な
ど
の
知
識
も
問
わ
れ
る
そ

う
で
す
。 

 

最
後
に
、
美
容
師
の
仕
事
の
大
変
な
こ
と
、
や
り
が
い
で
す
。 

 

大
変
な
こ
と
は
、
他
業
種
と
比
べ
て
、
休
み
の
日
が
少
な
く
、
週
に
平
均
二
日

ほ
ど
で
す
。
ほ
か
に
も
、
一
日
中
立
ち
仕
事
の
日
も
よ
く
あ
る
の
で
、
ひ
ざ
や
腰

を
痛
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
時
に
は
、
難
し
い
お
客
さ
ん

も
い
て
、
お
客
さ
ん
へ
の
気
苦
労
が
絶
え
な
い
こ
と
だ
そ
う
で
す
。 

 

や
り
が
い
は
、
お
客
さ
ん
の
生
活
の
一
部
に
な
れ
る
こ
と
で
、
美
容
室
に
い
な

い
と
き
で
も
、
担
当
の
美
容
師
の
こ
と
を
、
思
い
出
し
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
に
出

会
え
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
私
は
、
美
容
師
の
仕
事
は
、
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
力
や
い
ろ
い
ろ
な
知
識
が
必
要
な
仕
事
だ
と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
人
と
会
話
を
し
て
、
そ
の
人
の
思
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
行
動

で
き
る
力
を
付
け
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

私
は
、
今
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
を
き
ち
ん
と
し
、
自
分
の
こ
と
だ
け
で

な
く
、
周
り
の
人
の
こ
と
も
よ
く
考
え
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
美
容

師
に
な
れ
る
よ
う
に
、
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

調
べ
た
こ
と
・ 

調
べ
た
方
法 

仕
事
内
容 

  

考
え 

 

や
り
が
い 

大
変
な
こ
と 

今
後
の
展
望 

な
る
方
法 
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全体のつながりがよく，考えを支えるやりがいを明確に示した，読み手に

分かりやすい文章であった。 

＜交流＞ 

Ｓ児の単元終了後の振り返り（資料○21）には，友達の調査報告文から学ん

だことや自分が文章を書き挙げたことへの達成感にあふれている。 

○ 書くことの実践を通して 

前述の実践の言語活動は，低学年は生活文，高学年は調査報告文であっ

た。それぞれの実践の重点化した指導内容は次の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 以下の系統性がみられる。 

・取材の段階で，低学年では成長したと思う事柄を集めることに重点を置いている。高学

年では，集めた事柄を目的や意図に応じて整理することに重点を置いている。 

・構成・記述の段階で，低学年では，サンプル文を基に，自分の成長を伝える簡単な組立

で文章を書くことに重点を置いている。高学年では，目的や意図に応じて構成や記述を見

直したり，資料を引用したりすることに重点を置いている。 

また，以下の共通点がみられる。 

・文種の特質をしっかりとらえるために，導入の段階でサンプル文を提示した。これによ

って，児童が見通しをもつとともに，関心を深めて取り組むことができた。 

・文章を書く意欲を高め持続させるために，他教科と関連付けた単元設定を行った。これ

によって，他の教科の時間に本単元と兼ねて取材活動を行うなど，意欲の持続につながっ

た。また結果的に，時間の短縮もできた。 

・各段階で，目標にあった指導の焦点化を図るために，サンプル文を効果的に用いた。サ

ンプル文を読み，話し合う活動を行うことによって，サンプル文から得られた書き方や内

容などのポイントをクラス全体で共有化し，各段階で自分の文章を書くための活動の際に

生かすようにした。児童は，各段階でそのポイントをもとに書き進め，達成感を感じられ

る文章を書くことができた。 

 このような，系統性，共通性を取り入れた実践を行うことによって，児童は，自分の考

えを形成しながら文章を書くことができた。 

 

⑷ 書く力を生かした読むことの実践から 

○ 中学年での実践（第４学年 感想文） 

① 単元「本のリーフレットを書いて，感想を伝え合おう」         Ｃ群 

② 文種の特質および重点化した指導内容 

 

 【
単
元
の
ふ
り
返
り
】 

社
会
人
講
話
に
行
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な
仕

事
を
調
べ
た
り
し
て
、
将
来
の
仕
事
に
つ
い

て
、
ま
じ
め
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

よ
か
っ
た
で
す
。
将
来
の
自
分
の
目
標
が
は

っ
き
り
し
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
。 

 学年 文種 重点化した指導内容と深めたい考え 手だて 

低 
（２年） 

生活文 
（取材）今と過去の自分を比べて，成長したと思うことを集ること。 

 （構成）「はじめ－中－おわり」の簡単な組立を考えて書くこと。 

生活科との関連（体験）・ 
２つのサンプル文の比・ 
メモ・色つき付箋 等 

高 
（６年） 

調査  
報告文 

（取材）目的や意図に応じて調べた事柄を整理すること 
（記述）自分の考えを明確にして，その考えを伝えるために，事

実と感想，意見等を区別するとともに，目的や意図に応じ
て簡単に書いたり詳しく書いたりすること。 
引用したり図表やグラフなどを用いて書いたりすること。 

総合的な学習の時間との
関連・サンプル文・構成
表・相互交流   等 
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③ 目標 

 

 

 

 

 

 

④ 単元の評価規準 

 

 

 

 

 

⑤ 単元の指導計画（総時数１０時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 指導の実際（書く力を生かした読み） 

ア 目的・相手・価値などを意識づけた単元設定の工夫        【着眼３－①】 

単元を通して，登場人物の性格や気持ちを想像し，

経験と結び付けたり，感じ方の違いをとらえたり

しながら読む力を身に付けるために，以下の手だ

てを工夫した。 

・導入では，「感想文の特徴と書く内容を理解し，

伝えたいことの根拠を明確にするために読む」と

いう目的や見通しをもつことができるようにする

ために，サンプル文（資料○22）と事前に既習単元

で書いた感想文を読み比べて，内容の違いについ

 ＜感想文＞ 
特質：見聞きしたことや経験したこと，調査・研究を行ったことなどの状況や結果について，客観的な事実をもと

に考えをもち，特定した読み手に分かりやすく報せる文章である。 
重点化：単元を通して，登場人物の性格や気持ちを想像し，物語を読んで感じたことを自分の経験と結びつけた

り，自分と友達の感じ方の違いをとらえたりしながら読む力を身に付けていくこと 

 国語への関心・ 

意欲・態度 
読 む 能 力 

言語についての 

知識・理解・技能 

・ 自分の体験と
重ね合わせな
がら物語を読
もうとしてい
る。                   

・ 会話文から分かる人物の気持ち，行為から分かる人物の
気持ちを指摘している。 

・ 地の文などから人物の人柄について考え，整理している。 
・ 物語を読んだ感想を交流し，一人一人の感じ方の違いに
気付いている。 

・ 一人称で書か
れている作品の
特徴について気
付きながら読ん
でいる。 
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 国語への関心・ 
意欲・態度 

○ 自分の体験と重ね合わせながら進んで物語を読み，感想文を書こうとする。                                

書く能力 
◎ 登場人物の性格や気持ち，体験を自分の経験と結び付けて読むことができる。 
◎ 読んで考えたことを発表し合い，一人一人の感じ方の違いに気付くことができ
る。 

言語についての 
知識･理解･技能 

○ 必要な語句について辞書を利用して調べることができる。 

 

 １ サンプル文と既習学習の感想文を読み比べ，本単元を設定し，学習計画を立てる。     ② 

⑴ 既習教材「ごんぎつね」の感想文と読み比べ，単元を設定する。 

⑵ サンプル文を読み，物語の読み方について話し合い，学習計画を立てる。 
２ 「三つのお願い」や「お気に入りの一冊」について，新たな気付きや自分と似ている部分を見付 

け，「感想文の種」を集める。                             ⑥ 

⑴ 「三つのお願い」を読んで，初読の感想を書き交流する。 
⑵ 「三つのお願い」で，あらすじをとらえ，「お気に入りの一冊」のあらすじを書く。 
⑶ 「三つのお願い」で，地の文や会話文，行動など，登場人物の様子について記述されていると
ころを読み，どんな人物かを想像する。さらに，同じ観点で「お気に入りの一冊」について読む。 

⑷ 登場人物の行動や気持ちから感じたことについて，自分の体験と結び付けて読む。 
⑸ 「三つのお願い」を読んで集めた「感想文の種」の中から，伝えたいことの中心（一文）を選
び，その理由を明確にしながら構成する。 

⑹ 書き出しや表現を工夫して「三つのお願い」での感想文を書き，友達と感想文を読み合う。 
３ 「お気に入りの一冊」について，感想文を書く。                    ②              

⑴ 選んだ本を再読し，伝えたいことの中心を決めて，感想文を構成する。 
⑵ 紹介リーフレットの部分を下書きし，友達同士で感想文を読み合い，学習のまとめをする。 



て話し合う活動を設定した。 

・終末では，完成した紹介リーフレットを友達や３年生に読んでもらう活動を位置づける

ことで，目的や相手・価値意識を明確にもたせるようにした。 

イ 文種に応じて効果的に読むための手だての工夫          【着眼３－②】 

感想文の内容や表現形態を知り，読むことに生かすことができるようにするために，以

下の手だてを取った。 

・「三つのお願い」と「お気に入りの一冊」について，「感想文の種」を集めることができ

るようにするために，次の３観点に沿って何度も読み返した。 

 

 

 

ウ 重点化した指導内容に応じて，自分の考えを深めて読み適切に書くための手だての工

夫                               【着眼３－③】 

・伝えたいことの中心とその根拠を明確にするために，読み取り用ワ

ークシートに，「三つのお願い」と「お気に入りの一冊」を読んで，想

像したことや自分の体験を「感想文の種」として書くようにした（資

料○23）。 

・サンプル文を基に，「感想文の種」を整理し，伝えたい中心を決め，

自分の体験を入れて書き進めた。「三つのお願い」や「お気に入りの一

冊」を繰り返し読みながら，書き進める姿が見られた。 

エ お互いのよさ，よりよい表現を認め合い次への意欲へつなげる交 

流活動の設定                         【着眼３－④】 

互いのよさを認め合うことができるようにするために，次の３つの観点を確かめ，感想

文を読み合う交流活動を設定した。 

 

 

 

○ 本実践を通して 

資料○24は前単元で書いた感想文，資料○25は本単元で書いた感想文である。感想文の行数や

内容等，違いは明らかである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①全体のあらすじをとらえる。 

②心に残った場面，登場人物の性格や気持ち，行動を選び，その根拠を明確にする。 

③自分の体験と照らし合わせる。 

 ①自分が読んだ時だけでは，気付かなかった作品のよさ 

②お互いの感じ方の違い 

③伝えたいことの中心がよく分かるか 

 資料23 

 資料24 

 資料25 



読むことの単元の終末に，書く言語活動を位置付けたことによって，物語を繰り返し読む

姿が見られた。これは，課題設定の段階で，感想文の特質を明確にし，感想文を書く見通

しをもったことに効果があったと考える。 

 

７ 児童の変容 

下の表は，各学年の観点別の３段階評価の６月と１２月の平均値の比較である。低・中 

・高学年のまとまりごとに，同じ観点で評価を行った。（観点の詳細は別添資料参照）この

結果から分かることは，以下の通りである（資料○26）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 全体的に，どの表現過程の数値にも伸びがみられる。 

② 低・中・高学年のまとまりでみると，上学年（２・４・６年）の方がポイントは高い。 

③ 伸びに関しては，学年で重点化した項目にみられる。 

 以上から，全体的に，仮説実証のための着眼に掲げた手だてが有効であったと考える。②

に関しては，国語科はそれぞれの指導事項を２年間のまとまりで指導するため，上学年に力

が身に付いていると考える。③に関しては，指導事項の重点化が顕著に現れている。例えば，

１年では交流を重点化した指導，３年では課題設定と取材を重点化した指導を行ったところ，

それぞれ大きな伸びがみられた。 

つまり，１年目で重点化した指導を繰り返し行うことによって，２年目では習熟や定着が

なされると考えられる。この傾向は，過去３年間も同様な結果が現れた。 

 

８ 研究の成果と今後の課題 

【着眼１】児童の生活や他教科等及び「読むこと」の領域との有効な関連を考えた年間指

導計画を作成する。        

児童の生活や他教科等及び他領域である読むこととの関連を強化したことで，意欲や課

題意識をもとに単元設定を図り，児童が主体的に取り組むことができた。また，文種の特

質をとらえ，学年全体の学習を見直したことによって，系統的な指導ができた。教師が，

各学年の指導内容のつながりを把握し，各教科等や実生活で活用するという意識をもって

指導したからだと考える。 

 
学 年 １ 年 ２  年 ３  年 

調査月 ６月 12 月 伸び ６月 12 月 伸び ６月 12 月 伸び 

取材設定 1.8 2.2 0.4 1.9 2.1 0.2 1.4 1.9 0.5 

取 材 1.8 2.1 0.3 2.0 2.1 0.1 1.3 1.7 0.4 

構 成 1.7 1.8 0.1 1.9 2.4 0.5 1.3 1.6 0.2 

記 述 1.7 1.9 0.2 2.0 2.1 0.1 1.2 1.4 0.2 

推 敲 1.7 1.8 0.1 1.9 2.0 0.1 1.4 1.6 0.2 

交 流 1.2 2.0 0.8 2.0 2.2 0.2 1.3 1.7 0.4 

学 年 ４  年 ５  年 ６  年 

調査月 ６月 12 月 伸び ６月 12 月 伸び ６月 12 月 伸び 

取材設定 2.1 2.2 0.2 1.6 1.7 0.1 1.8 2.1 0.3 

取 材 1.9 2.1 0.2 1.3 1.7 0.4 1.8 2.1 0.3 

構 成 2.0 2.1 0.1 1.2 1.6 0.4 1.8 2.1 0.3 

記 述 1.9 2.1 0.2 1.2 1.6 0.4 1.7 2.0 0.3 

推 敲 2.0 2.1 0.1 1.2 1.7 0.5 1.6 2.0 0.4 

交 流 1.8 2.1 0.3 1.3 1.5 0.2 1.7 2.0 0.3 
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読むこと領域との有効な関連を図ったことによって，児童の意欲をかき立て，双方のね

らいを達成する指導をすることができた。しかし，時間の短縮や無駄の無いカリキュラム

作成までには至っていない。 

今後，さらに他教科・他領域との関連を図り，書くことを中心とした国語科学習全般の力

の向上を目指していきたい。 

【着眼２】目的に応じて読み，書くことに生かす単元の構成を工夫する。     

過去３年間の研究実績を基に，文種に応じた指導の工夫を図ってきた。本年度は，さらに，

読むこととの関連を図り，Ａ群・Ｂ群・Ｃ群の単元構成を設定した。 

Ａ群では，サンプル文を読み，文種の特質をとらえ，それを生かして書くという単元の構

成を工夫した。Ｂ群では，読むことの教材文を読み，教材文の特質をとらえた後に自分の

文章に生かすという単元の構成を工夫した。Ｃ群では，既習の書く力を生かして教材を読

むとともに，書く言語活動を読みに生かすような単元の構成を工夫した。 

どの単元でも，児童自ら文種の特質をとらえるだけでなく，どんな考えを伝えるかという

書く内容に応じて，教材文やサンプル文を適切に読む姿が見られ，効果があった。 

今後，これまでの書くことの研究を踏まえ，読み書きの関連等も探りながら，書く力を高

める単元構成の工夫を図りたい。 

【着眼３】児童が自分の考えをもち，相互に考えを深めて適切に書くための手だてを工夫

する。 

【着眼３－①】書く目的・相手・価値などを意識づけた単元設定の工夫 

題材を，児童にとって身近で具体的なものに設定することによって，児童は目的・相手 

・価値を明確に理解し，意欲的に取り組むことができた。実践事例から，「校長先生や１年

生時の先生に，自分の成長を伝える」「保護者にメッセージをもらい，タイムカプセルに入

れる」など，実生活と関連した題材を見出していることが分かる。このような題材設定は，

児童の興味関心を事前に引き出し，表現意欲を高めていくことができると考える。 

その際，年間指導計画は大変重要である。常に見直していくことが必要である。 

【着眼３－②】文種に応じて効果的に読み，書くことに生かすための手だての工夫 

本年度の研究の多くの手だての中で，以下のものが特に有効であった。 

・摘読，並行読み，付箋の活用 

取材の段階で，多くの資料や本から書く事柄を集める際，目的や書く内容に応じて必要な

事柄を選ぶことができた。また，事柄を付箋に記録する際，色分けしたことによって，ど

んな事柄が集まっているかを把握できた。 

・比べ読み 

構成や記述の段階で，サンプル文を提示する際，指導事項が含まれているものとそうでな

いものの，２つを提示し，違いを話し合う活動は効果があった。児童各自が気付いた違い

をクラス全体で話し合うことによって，サンプル文から得られる書き方のポイントをまと

め，全体で共有化することができた。 

・相互交流の活動設定 

構成や記述の段階で，自分の構成や文章について説明したり，友達の文章を読んでアドバ

スし合ったりすることは，文種にあった書き方をする上で有効であった。 

【着眼３－③】重点化した指導内容に応じて，自分の考えを深めて読み，適切に書くため



の手だての工夫 

考えを深めるために，各表現過程で，次の手だてが有効であった（資料○27）。 

 

 

 

 

 

 

 

児童が考えを主体的に深めていくには，児童自身が思考の見えるもの，また操作できる

ものを準備することが重要である。課題設定の段階では，中・高学年では，マッピング等

の考えを増やしまとめるワークシートが有効であった。前述の６年の実践では，こころの

ノートの視点を基に，自分から社会へと考えを広げ，深めていくことができるワークシー

トを工夫した。取材の段階では，思考を整理するのに，取材シートや組立シート，付箋等

は，全学年で有効であった。自分の伝えたい中心を明確にできた。記述の段階では，サン

プル文を活用し，それまでの自分の考えとサンプル文を比較することによって，再取材し

たり再構成したりする姿があった。推敲・交流の段階では，自分の考えを振り返る観点を

明確にするために，振り返りシートや交流シートが有効だった。 

【着眼３－④】お互いのよさ，よりよい表現を認め合い，次への意欲へつなげる交流活動

の設定 

 単元終末に，交流の活動を設定したことで，児童は，書いたことへの成就感，達成感を

もつことができた。交流する際には，観点を明確にし，観点を基によさを認め合うように

したことによって，次時や次単元の意欲へとつながった。また，次の活動時に，その表現

を生かして取り入れるようになり，さらによりよい表現へと高まっていった。 

 今後は，児童の評価力をさらに高めて，助言の言葉を増やし，有効なアドバイスを行う

ようにしたい。 

 

９ おわりに 

本校は４年間「自分の考えを深め，適切に表現する力を育てる国語科学習指導」を研究主

題として，書くこと領域を中心に学校全体で取り組んできた。年間指導計画に基づく指導

の重点化を図りながら授業実践を積み上げ，指導改善を繰り返してきた。 

この４年間の研究の成果と課題をもとに，学校大好きオンリーワン事業推進校として，こ

れからも北九州市の学力向上に資する国語科学習指導の研究をさらに続けていきたい。 

 

 学年 考えを深めるための手だて 

過程 課題設定 取材 構成 記述 推敲 交流 

低 
サンプル文 

しょうかいカード 
メモ 

サンプル文 
くみたてシート 

サンプル文 ふりかりカード よかったよカード 

中 
サンプル文 
マッピング 

取材シート 
付箋 

サンプル文 
組立シート 

サンプル文 
ふりかりカード 
見直しカード 

付箋 

高 
サンプル文 
イメージマップ 

付箋 
サンプル文 
構成表 

サンプル文 すいこうカード 交流シート 
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